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学位論文等題目 〈論文〉 鳥 ―死の傍観者― 
 〈作品〉 ・Half moon 
・わたしの博物誌 
・追憶 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 手塚 雄二 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 吉村 誠司 





























第２章 心理的リアリティ －死－ 
第１節「死について」では、小林秀雄の『本居宣長』の記述から、死というもの目に見えないものの捉え
































































































    
 
の様にも見受けられるが、その行為によって彼は芸術家の持つ完成までの苦しみと逃げずに向き合おうとし
ており、それと同時に自身が心地良くなる瞬間＝完成に辿り着く事を待っているかの様にも感じられる。そ
して、あえて自分をその苦しい立ち位置に置いていることに、制作に対する失敗を恐れない姿勢と、さらに
クリエイティブなものを作っていく可能性が感じられる。 
彼が作り出した新しい制作概念である記憶や言葉からの画面構成論は、論述として高く評価し、審査員全
員の協議の結果、論文研究作品共に学位研究に値すると判断した。今後彼が制作に奮闘していく中で、より
彼独自の感性を磨き、さらなるオリジナリティある作品を生み出していく事を大いに期待するものである。
